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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 1 月 1 日 ( 2 0 2 2 . 1 1 . 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 検 体 を 収 容 す る と と も に 試 験 管 に 挿 入 さ れ る 収 容 部 と 、
　 前 記 収 容 部 の 上 端 に 設 け ら れ て 前 記 試 験 管 の 開 口 端 部 に 載 せ ら れ る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る  
検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 収 容 部 は 、 筒 形 状 で あ る 胴 体 部 と 、 前 記 胴 体 部 に 連 な り カ ッ プ 形 状 で あ る 底 部 を 有  
し 、
　 前 記 底 部 は 、 前 記 胴 体 部 か ら 連 な る 内 壁 と 中 心 軸 と の な す 角 が ２ ０ 度 未 満 の 勾 配 を 有 し  
、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 下 面 に は 、 同 心 円 形 状 の 段 差 が 設 け ら れ 、
　 前 記 段 差 の 高 さ は 、 前 記 試 験 管 が 搬 送 さ れ る 搬 送 路 の 上 面 が 有 す る 凹 凸 の 高 さ 以 上 で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 の 上 端 部 に お け る 内 径 Ｂ は 、 前 記 検 体 容 器 の 前 記 試 験 管 に 対 す る 水 平 方 向 の 位  
置 ず れ 量 を Ａ 、 前 記 検 体 の 分 注 に 用 い ら れ る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ の 外 径 を Ｃ と す る と き 、 Ｂ  
＞ Ａ ＋ Ｃ ／ ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 下 面 に は 同 心 円 形 状 の 段 差 が 設 け ら れ 、
　 前 記 段 差 の 外 径 を 前 記 底 部 の 外 径 で 除 し た 値 が １ ． ６ 以 上 で あ る 、
　 ま た は 、 前 記 試 験 管 の 内 壁 と 前 記 底 部 の 外 壁 と の 隙 間 が ２ ． ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特  
徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 段 差 の 角 部 に は 面 取 り が 施 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
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　 前 記 段 差 の 高 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 の 外 周 に は 、 円 筒 形 状 で あ っ て 下 面 が 平 面 形 状 で あ る 円 筒 部 が 設 け ら れ る こ と  
を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 検 体 の 分 注 に 用 い ら れ る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ が デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 検 体 の 液 面 高 さ Ｅ  
か ら 深 さ Ｆ ま で 挿 入 さ れ る と き 、 前 記 検 体 分 注 プ ロ ー ブ の 先 端 は 前 記 底 部 の 底 面 か ら 所 定  
の 距 離 Δ １ 以 上 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 の 深 さ Ｄ は 、 デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 検 体 の 液 面 高 さ を Ｅ と す る と き 、 Ｄ ＞ Ｅ で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 に 収 容 さ れ る 前 記 検 体 を 分 析 す る 自 動 分 析 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 検 体 容 器 が 前 記 試 験 管 に 対 し て 水 平 方 向 に 位 置 ず れ し た と き に 、 前 記 検 体 の 分 注 に  
用 い ら れ る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ を 前 記 底 部 の 内 壁 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 位 置 ず れ を  
補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 自 動 分 析 装 置 。
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